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「郡
町
浦
御
用
帳
」
に
見
る
福
岡
藩

の
焚
石

・
炭
山
関
係
史
料

江

藤

彰

彦

こ
こ
に
紹
介
し
よ
う
と
す
る
史
料
は
、
福
岡
県
文
化
会
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る

黒
田
文
書
中

の

「
郡
町
浦
御
用
帳
」
に
記
さ
れ
た
焚
石

・
炭
山
関
係

の
記
事
で
、

主
と
し
て
焚
石
関
係

の
記
事
を
取
り
上

げ
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

「
御
仕
立
炭
山

定
」
を
補
完
す
る
記
事
に
関
し
て
は
、
炭
山
関
係

の
記
事
も
収
録
し
た
。

「
郡
町

浦
御
用
帳
」
に
は
、
郡
奉
行

・
町
奉
行

・
浦
奉
行
な
ど
か
ら
の
上
申
、
そ
れ
に
対

す
る
請
持
の
家
老
の
裁
決
、
そ
れ
に
時

に
よ
り
先
例

の
存
在
が
記
さ
れ
て
お
り
、

藩
内
の
実
態
を
窺
う
に
は
絶
好
の
史
料

で
あ
る
。
福
岡
藩
の
石
炭
産
業
に
関
す
る

藩
政
史
料
と
し
て
は
、
同
じ
く
黒
田
文
書
中
の

「
御
仕
立
炭
山
定
」
が
最
も
纒
ま

っ
た
基
本
的
な
史
料
で
あ
る
け
れ
ど
も

、

「
郡
町
浦
御
用
帳
」
に
は
、
こ
れ
に
収

録
さ
れ
て
い
な

い
記
事
等
が
見
ら
れ
る
た
め
、
敢
え
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。

現
在
、
文
化
会
館
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る

「
郡
町
浦
御
用
帳
」

は
、
宝
永

元
年

～
同
四
年
迄
の
二
冊
と
、
安
永
十
年
～
享
和
三
年
に
至
る
二
二
冊
で
あ
る
。
但
し
、

欠
年
が
多
く
、

こ
れ
ら
の

「
郡
町
浦
御
用
帳
」
が
単

一
の
性
格

の
も

の
で
は
な
い

の
で
、
各
年
の
記
事
に
精
粗
の
差
が
あ
り
、
こ
の
時
期
を
満
遍
な
く
見
れ
る
訳
で

は
な
い
。
と
言
う

の
は
、

「
郡
町
浦
御
用
帳
」
に
は

「
軸
帳
」

・
「
願
之
部
」

・

「
雑
之
部
」

の
少
く
と
も

三
種
類
の
も

の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
混
在
し

て
残

っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
郡
町
浦
御
用
帳
」
と
だ
け
記
さ
れ
、
単
年

の
記
事
を
収
録

し
た
も

の
が
こ
の

「
軸
帳
」

に
当
る
と
考
え
ら
れ
、
記
事
の
後
に
は
先
例
を
考
量

し
た

「
断
書
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

「
雑
之
部
」
に
は

「
断
書

之
趣
軸
帳
二
譲
之
」
と
い
う
記
事
が
多
く
、
数
年
間
に
わ
た
る
記
事
が
収
録
さ
れ
、

「
郡
町
浦
御
用
帳
」
と
だ
け
記
さ
れ
た
も
の
と
記
事
が
重
複
し
て
い
る
。

こ
れ
ら

の
事
か
ら
、

「
郡
町
浦
御
用
帳
」
と
だ
け
記
さ
れ
た
単
年

の
訟
・の
が

「
軸
帳
」
と

な
り
、
そ
れ
か
ら
記
事
を
抜
き
取

っ
て

「
雑
之
部
」

・
「
願
之
部

一
が
作
製

さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

「
軸
帳
」
が
残

(、
て
い
そ
年
度
は
、
天
明

二

年

・
同
六
年

・
同
八
年

・
寛
政
元
年
の
み
で
、
残
り
の
伍
度
は
選
択
さ
れ
た
記
事

を
見
る
こ
と
に
な
り
、
各
年
度
で
記
事
の
精
粗
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
、

「
郡
町
浦
御
用
帳
」
と

「
御
仕
立
炭
山
定
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
若
干

述
べ
て
お
き

た
い
。
こ
の
両
者
に
は
記
事
の
重
複
が
見
ら

れ
、
ま
た

「御
仕
立
炭

山
定
」
に
は

「
委
ク
郡
町
浦
之
部

二
見
ル
」
と
い
う
記
事
が
多
い
。
そ
こ
で
両
者

を
対
照
し
て
み
る
と
、

「
軸
帳
」
は

「御
仕
立
炭
山
定
」

の
当
該
年
度

の
記
事
を
、

一
例
を
除
い
て
す
べ
て
含
ん
で
お
り
、

「
御
仕
立
炭
山
定
」
に
は
収
録
さ
れ
て
い

な
い
記
事
を
も
含
ん
で
い
る
。
こ
の

一
例
と
い
う
の
は
、
寛
政
元
年
七
月
の
無
足

組
牛
原
団
次

の
願
書
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
、
別
に
存
在
す
る
家
中
に
関
す

る
御
用
帳
に
記
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
寛
政
十

・
十

}
・
十

二
年
の

「
委
ク
郡
町
浦
之
部

二
見
ル
」
と
記
さ
れ
た
記
事
は
、
す
べ
て
同
年
度

の

「願
之
部
」

で
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

「
御
仕
立
炭
山
定
」

は
郡

・
町

・
浦
及
び
家
中
に
関
す
る
御
用
帳
等
か
ら
記
事
を
抜
き
取

っ
て
成
立
し

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
紹
介
す
る
記
事

の
内
、
　
～
の
は

「
御
仕
立
炭
山
定
」
に
は
見
ら
れ
な

い
記
事
で
あ
る
。
④
は
〃
直
方
御
館
山
"
で
働
い
て
い
た
長
門

の
旅
人
が
死
去
し

た
際

の
結
縁
願
で
あ
る
。
◎
は
若
松
の
問
屋
が
中
心
と
な

っ
た
石
炭
の
抜
荷
事
件
、

鞍
手
郡
御
徳
村
の
百
姓

の
石
炭
抜
荷
事
件
、
防
州

三
田
尻
船

の
乗
逃
事

件
に
関
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す

る

史
料

を
含

ん

で

い
る

。

中

で
も

、

若

松

の

問

屋

を

中

心

と

し

た

抜
荷

事
件

が

最
も

詳

細

で

興

味

あ

る
も

の

で

、

遠

賀

川

を

中

心

と

す

る

豊

前

領

の
村

と

の
関

係

、

曽
根

塩

浜

と

の

関
連

、

石

炭

旅

出

に
関

す

る

郡
奉

行

の
見

解

等

を
窺

う

こ
と

が

で

き

る
。

但

し

、

こ

の
記

事

の
中

に
出

て
く

る
、

天

明

八

年

五
月

の
旅

出

停

止

の
法

令

そ

の
も

の

を
確

認

す

る

こ
と

が

で

き

な

か

っ
た

。

同

年

十

二
月

朔

日

に
出

た
法

令

は

「
御

仕

立

炭

山
定

」

で

見
る

こ

と

が

で
き

る

が

、

こ

れ
と

は

幾

分

内
容

が

異

っ
て

い

た
と

考

え
ら

れ

る

。

09

は

石

炭

採

掘

が
広

く

行

わ

れ

る

よ

う

に

な

っ
た

た

め

、

そ

れ

に

対

し

て

何
ら

か

の
制

限

を
加

え

よ

う

と

し

た
も

の

で

あ

る

。

C⇒

～
　

は

、

「
御

仕

立

炭

山
定

」

に

は
摘

録

の
み

が

記

さ

れ

、

「
委

ク
郡

町

浦

之
部

二
見

ル

「
と

さ

れ
て

い
る

記
事

の
内

、

「
郡

町

浦
御

用
帳

」

で
補

う

こ
と

が

で
き

る
記

千
動

・三

あ

る
・

こ
の
中
で
・
囚
の
記
事
は

「
御
仕
立
炭
山
定
」
に
は
寛
政
十

年

ψ
記

事

と
し

て
収

録

さ

れ

て

い
る

が

、

「
郡

町

浦

御

用

帳

」

で

は

寛

政

十

一
年

の
記

事

と

さ

れ

て

お

り

、

両

者

の
間

に

異

同

が

見

ら

れ

る

。

史

料

の
翻
刻

に

あ

た

っ
て

は

、
読

点

・
並

列

点

を
施

し

、

漢

字

は

原

則

と
し

て

当

用

漢

字

を

用

い
、

変

体

仮

名

は

・て

・
江

・
而

を
除

い

て
平

仮

名

に

改

め
、
〆

は

そ

の
ま

ま

使

用

し

た
。

ω

(
天
明
八
年
)
二
月
甘
二
日

長
門
国
厚
挾
郡

伊
佐
市
村勘
十
郎

直
方
御
館
山
御
仕
組
焼
石
掘

二
滞
留
為
仕
居
申
候
、
寺
証
文
も
持
参
居
申
候
、

然
処
病
気
之
処
去
ル
十
九
日
之
夕
相
果
候
、
当
郡
下
村
真
宗
専
性
寺
江
結
縁
庄

屋

・
組
頭
る
相
願
之

右
月
番
平
左
衛
門
聞
置
、
結
縁
可
申
付
旨
郡
奉
行
江
及
口
達

回

(
寛
政
元
年
)
三
月
十
七
日

郡

奉
行

遠
賀

・
鞍
手

・
嘉
麻

・
穂
波
四
郡
之
内
♂
百
姓
作
間
之
産
業

二
掘
出
候
焚
石
弄

石
炭
、
近
年
余
分
二
旅
出

二
相
成
、
御
国
内
両
市
中
迄
も
甚
仕
用
差
支
、
別
而

高
価

二
罷
成
候
間
、
去
申
五
月
伺
之
上
旅
出
堅
停
止
、
焚
石

ハ
勝
浦

・
津
屋
崎

両
塩
浜
許
石
炭
そ
両
市
中

二
限
運
送
之
積
リ
申
付
候
処
、
其
以
後
豊
前
領
内
ゑ

掘
出
候
焚
石

・
石
炭
之
唱
二
而
、
御
国
内
之
焚
石
も
余
分

二
抜
荷
旅
出

二
成
候

由
風
聞
取
沙
汰
追

～
言
上
も
有
之
候
由

二
而
遂
詮
儀
、
以
来
〆
リ
方
急
度
可
申

付
旨
被
仰
付
、
言
上
書
も
被
相
渡
候

二
付
、
則
免
用
方
井
添
役
組
相
添
罷
出
、

重
畳
撫
リ
合
之
者
共
遂
詮
儀
、
夫
々
口
書
申
付
、

}
件
片
付
方
共
二
奉
伺
候
事

遠
賀
郡
若
松
村

伏
見
屋

日
数
七
日
郡
牢
舎

勝
右
衛
門

一、
豊
前
領
曽
根
と
申
所
二
近
来
塩
浜
有
之
、
右
入
用
之
焚
石
去
五
月
御
国
産
之
焚

石
旅
出
停
止
無
之
以
前
迄
く
買
取
り
、
曽
根
塩
浜
仕
イ
用
若
松
洲
口
出

二
相
成

候
処
、
旅
出
停
止
以
後
も
豊
前
領
湊
掘
出
候
焚
石
之
唱
二
而
余
分

二
若
松
江
川

下
ケ
、
取
初

ハ
同
所
高
瀬
屋
幸
五
郎
と
申
者
方

二
而
問
屋
差
配
致
世
話
候
処
、

去
八
月
以
来
そ
豊
前
領
之
者
冶
其
方
へ
世
話
相
頼
候
由
二
而
、
曽
根
塩
浜
下
役

一

人
帯
刀
之
者
若
松
江
相
越
数
日
滞
留
、
曽
根
塩
浜

へ
焚
石
積
送
り
、
同
所

へ
余

居
候
分

ハ
防
州
三
田
尻
塩
浜

へ
於
若
松
沖
船

へ
売
渡
シ
、
或
宅
其
方
手
船
三
艘

所
持
之
分

へ
も
船
積
、
若
松
地
船

二
而
も
段
々
積
万
致
さ
せ
旅
出
売
払
候
段
、

其
以
後
相
生
屋
九
之
丞
と
申
者
方

へ
、
豊
前
下
役
之
者
宿
所
を
相
譲
り
候
得
と

も
、
豊
前
焚
石

・
御
国
産
抜
荷
焚
石
共
旅
出
売
払
取
捌
之
儀

ハ

「
切
其
方
方

二

而
致
世
話
候
旨
、
其
上
鞍
手
郡
中
泉
村
百
姓
文
治
と
申
者
、
豊
前
領
金
田
屋
敷

と
申
所
之
者
と
手
合
、
豊
前
石
之
唱

二
而
其
方
オ
も
銀
子
五
百
目
仕
入
等
取
替

相
渡
候
段
、
彼
是
之
趣
及
臼
状
候
、
旦
又
若
松
其
方
下
人
利
作
と
申
者
之
名
前

二
而
、
去
五
月
迄
屑
石
旅
出
免
札
以
前
オ
申
請
、
内

～
ハ
其
方
溢
旅
出
、
中
国

一㎜一



辺
所
～
江
商
売
致
来
候
処
、
去
五
月
旅
出
停
止
申
付
候
節
右
免
札
も
引
上
、
運

上
も
差
免
、
旅
出
堅
差
留
置
、
勿
論
追
而
旅
出
御
免
之
節

ハ
遂
詮
儀
、
新
規

二

免
札
相
渡

運
上
申
付
、
村
中
船
持
共

一
同
之
助
成

二
成
候
様
可
相
極
旨
達
置
候

処
、
縦
豊
前
石
た
り
共
其
以
前
問
屋
免
札
引
上
、
運
上
差
免
置
候
処
、
其
方

一

分

二
而
内

～
問
屋
荷
物
引
請
旅
出
為
致
、
其
上
下
役
人

二
候
共
、
帯
刀
も
致
居

候
豊
前
役
人
手
先
之
者
を
其
方
方

へ
内

～
二
而
数
日
宿
致
シ
、
三
田
尻
辺
へ
右

帯
刀
之
者
へゐ
曲豆
前
石
之
唱

二
而
、
御
国
産
之
中
泉
石
之
抜
荷
共

二
売
払
、
帯
刀

不
相
応
之
商
売
筋
を
、
其
方
中
立
二
而
内

～
船
持
共

へ
為
買
取
、
堅
旅
出
停
止

被
仰
付
置
候
儀
を
相
背
、
其
方
手
船
迄
も
荷
物
積
請
、
他
国
者
と
申
合
抜
荷
商

売
致
候
段
、
御
国
恩
を
も
不
弁
、
別
而

不
届
之
仕
業

二
付
、
此
節
重
ク
急
度
科

メ
可
申
付
儀

二
候
得
と
も
、
焚
石
旅
出

抜
荷
之
儀
ハ
米
穀
類
之
抜
荷
と
相
違
、
品

ハ
至
而
軽
キ
事

二
而
、
去
五
月
迄

ハ
専
旅
出
申
付
候
土
中
差
掘
出
候
潤
沢
之
品

故
、
此
節

ハ
格
別
二
御
用
捨
手
軽

二
被
仰
付
候
、
然

レ
共
品

ハ
軽
ク
候
得
と
も
、

其
業

二
至
候
而
く
別
而
重
き
事

二
候
、
其
子
細

ハ
、
米
穀
麦
自
然
共

一
粒
万
倍

年
々
生
シ
候
儀

ハ
勿
論
之
事

二
而
、

一
統
之
米
直
段
格
別
之
高
下
無
之
候
得
柔
、

御
国
抜
米
穀

ハ
無
之
候
、
縦
少
シ
抜
候
共
又
他
国
よ
り
御
国
内

へ
入
米
も
有
之

候
、
焚
石
之
儀

ハ
他
国
二
無
之
、
御

国
産

二
限
候
物

二
而
、
専
他
国

二
而
重
宝

望
之
品

二
付
、

一
両
年
之
通
余
分

二
旅
出

二
成
、
他
国
よ
り

ハ
入
荷
無
之
品

二

候
得
竣
、
往

≧
ハ
御
国
産
尽
ル
期
有
之
道
理
前

二
而
、
其
節

ハ
山
～
之
良
材
を

薪
物

二
伐
候
オ
外
無
之
、
四
民
必
至

と
手
支
高
価

二
相
成
、
御
国
中
衰
微

二
成

基

二
而
、
以
前
詮
石
炭
掘
尽
産
業

を
失

ひ
、
当
時
及
難
渋
候
村
～
多
ク
候
、
然

靖
米
穀
類
冶
品

ハ
至
而
軽
候
得
共
、
業

二
至
後
世
御
国
内
御
差
支
、
衰
微
之
基

二
成
候
重
キ
儀
を
相
考
可
申
候
、
頻

リ
ニ
其
方
共
旅
出
を
相
望
申
候
儀
を
、
何

之
謂
も
無
之
、
土
中
差
潤
沢

二
掘
出
候
品
を
厳
敷
旅
出
差
留
候
筋

二
攻
無
之
候

築
、
其
旨
能

～
勘
弁
仕
、
以
来
急
度
相
守
可
申
候
、
此
節
そ
用
捨
を
加
、
日
数

じ
日
郡
牢
舎
申
付
差
免
候
、
畢
寛
去

五
月
以
前
両
市
中
諸
士

.
町
人
二
至
迄
、

別
血
石
炭
芦
屋
廻
リ
無
之
、
至
而
高
価

二
成
、

一
統
難
渋

二
差
及
候
、
其
発
端

ハ
其
方

一
人
之

取
行

二
寄
、
下
関

二
二
田
尻
辺
中
国
所

～
へ
余
分
之
焚
石

.
石

炭
抜
荷
致
シ
、

一
向
市
中
廻
リ
無
之
故
之
儀

二
而
、
御
国
産
之
品
を
自
分
利
欲

二
迷
イ
、
御
国
中
四
民
之
難
渋
を
不
弁
、
重
畳
不
届
至
極

二
候
、
以
後
急
度
相

改
御
国
焚
石
ハ
不
及
申
、
豊
前
石
た
り
共
曽
而
洲
口
出
等
少
シ
も
抜
荷
紛
数
次

第
も
候

ハ
、
此
節
之
儀
共
引
起
シ
遂
詮
儀
、
急
度
重
ク
答
メ
ヲ
も
申
付
、
品

二

寄
家
財
取
上
追
放

・
遠
島

二
も
可
申
付
候
条
、
以
来
覚
悟
相
改
了
簡
違
致
間
敷

候
事

伏

見
屋
勝
右
衛
門
伜

日
数
七
日
郡
牢
舎

重

七

～

一、右
之
者
親
勝
右
衛
門
と

一
同
申
合
、
御
国
産
之
焚
石
豊
前
石

二
紛
り
追

～
若
松

洲

口
出
為
致
、
父
子
同
様
不
届
之
至

二
候

へ
共
、
此
節

ハ
格
別
用
捨
を
以
、
日

数
七
日
郡
牢
舎
申
付
差
免
候
、
以
来
急
度
相
慎
可
申
候
事

同
郡
同
村

相
生
屋

科
銀
五
両

久
之
丞

一、右
之
者
豊
前
領
ズ
掘
出
候
焚
石
、
同
所
上
野
大
庄
屋
之
洲
口
出
証
拠

二
而
、
若

松
伏
見
屋
勝
右
衛
門
と
申
合
、
中
泉
村
♂
出
候
御
国
産
之
焚
石
を
も
相
紛
り
、

去
五
月
旅
出
停
止
申
付
置
候
以
後
も
、
豊
前
領
曽
根
塩
浜
入
用
之
焚
石
其
外
、

防
州
三
田
尻
塩
浜
迄
も
豊
前
ゐ
掘
出
候
焚
石
之
唱

二
而
、
去
冬
浸
勝
右
衛
門
頼

二
任
其
方
名
前

二
而
致
旅
出
、
豊
前
曽
根
塩
浜
下
役
之
由
帯
刀
致
候
者
を
も
数

日
滞
留
為
致
、
若
松
高
瀬
屋
幸
五
郎
共
申
合
、
山
元
江
之
仕
入
銀
勝
右
衛
門
ゐ

頼

二
よ

っ
て
其
方
持
参
、
度
～
相
越
候
段
彼
是
及
白
状
候
、
以
前
勝
右
衛
門
屑

石
旅
出
免
札
申
請
居
候

へ
共
、
去
五
月
旅
出
停
止
以
後

ハ
免
札
引
上
、
運
上
差

免
、
問
屋
取
放
居
候
処
、
内
～
ハ
右
豊
前
石

・
御
国
産
共
百
斤
四
文
之
口
銭
其

方

へ
請
取
、
其
上
御
国
石

を
も
旅
出
抜
荷
致
さ
せ
候
段
彼
是
不
届

二
付
、
急
度
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科

メ
可
申
付
事

二
候
得
共
、
格
別
之
用
捨
を
加

へ
、
是
迄
数
日
木
屋
瀬
郡
牢
舎

申
付
置
候
故
、
科
銀
五
両
申
付
差
免
候
、
以
来
曽
而
右
躰
之
儀

二
携
リ
申
問
敷

候
、
若
重
而
御

国
石
ハ
不
及
申
、
豊
前
石
た
り
共
旅
出
取
繋
き
、
或

ハ
豊
前
下

役
杯
致
宿
、
焚
石
売
捌
等
之
商
売
内

≧
二
而
取
行
候
左
、
其
節

ハ
此
節
之
儀
共

引
起
シ
重
く
科

メ
、
其
品

二
寄
追
放
或

ハ
遠
島

二
も
可
申
付
候
条
、
急
度
可
相

慎
候
事

同
郡
同
村

高
瀬
屋

科
銀
五
両

幸

五
郎

一、
右
之
者
以
前
オ
豊
前
領
御
米
等
若
松
出

世
話
仕
来
候
者

二
付
、
去
年
以
来
曽
根

塩
浜
焚
石
之
儀
も
其
方
致
世
話
、
去

五
月
以
来
御
国
産
焚
石
旅
出
停
止
申
付
候

以
後
も
豊
前
焚
石
専
川
下
ケ
、
御
国
内
石
も
右

二
相
紛
旅
出
相
成
候

二
付
、
伏

見
屋
勝
右
衛
門
申
合
、
百
斤
四
文
宛
之
問
屋
口
銭
其
方

へ
請
取
、
勝
右
衛
門
同

様
不
届
之
至
二
候
得
共
、
格
別
之
用
捨

を
加
、
科
銀
五
両
申
付
差
免
候
、
以
来

小
倉
領
御
米
所
～
請
持
来
候
外

ハ
、
別
而
旅
出
停
止
之
品

二
付
、
焚
石

・
石
炭

共
彼
是
取
繋
キ
世
話
等
致
申
間
数
候
、
若
相
背
重
而
右
躰
抜
荷
取
繋
等
致
候
左

重
ク
科
メ
申
付
、

品

二
寄

追
放

又

ハ
遠
島
二
も
可
申
付
候
条
、
急
度
相
改
可

申
候
事

伏
見
屋
勝
右
衛
門
下
人

利
作

一、
右
之
者
根
元
若
松
オ
屑
石
旅
出
免
札
其
方
名
元

二
而
問
屋
名
代

二
相
立
、
運
上

も
納
来
候
処
、
去
五
月
旅
出
停
止
劒
免
札
引
上
ケ
、
運
上
も
差
免
置
候
、
其
以

後
豊
前
石
請
払
勝
右
衛
門
請
持
致
世
話
候
得
共
、
其
方
儀

ハ
別
家

二
引
移
リ
、

殊

二
兼

}
老
母
大
病
相
煩
へ・
二
清
快
無
之

二
付
、

}
向
其
後

ハ
少
シ
も
手
合
不

申
段
無
相
違
趣
相
達
候

二
付
、
其
分

二
差
免
候
事

鞍
手
郡
中
泉
村

組
頭

役
儀
取
上
ケ

文
治

一、此
者
儀
豊
前
領

金
田
屋
敷
平
右
衛
門
と
申
者
と
申
談
、
同
村
内

二
而
以
前
之
石

丁
場
オ
焚
石
掘
出
シ
、
去
秋
オ
炭
山
相
仕
組
、
其
方
齢
も
仕
入
銭
等
平
右
衛
門

江
追

～
相
渡
、
右
石
も
不
残
若
松
伏
見
屋
勝
右
衛
門
方

へ
差
出
、
旅
出

二
相
成

候
由
及
白
状
候
、
別
而
組
頭
役
ヲ
も
相
勤
候
身
分

二
而
、
旅
出
停
止
申
付
置
候

次
第
も
乍
存
、
御
国
石
を
豊
前
石

二
相
紛
リ
旅
出
致
さ
せ
候
次
第
不
届
之
至

二

付
、
此
節
重
科

こ
も
可
申
付
処
、
数
日
木
屋
瀬
郡
牢
舎
申
付
置
候

二
付
、
用
捨

を
加

へ
組
頭
役
取
上
ケ
差
免
候
、
以
来
右
躰
他
領

の
者
と
馴
合
、
御
国
恩
を
忘

却
、
取
繋
き
等
致
候

ハ
・
重
科

二
も
申
付
、
其
品

二
寄
追
放

・
遠
島

二
も
可
申

付
候
条
、
急
度
覚
悟
相
改
可
申
事

遠
賀
郡
若
松
村

科
銀
三
両

庄
屋

同

一
両
宛

組
頭
三
人

鞍
手
郡
中
泉
村

科
銀
三
両

庄
屋

同

「
両
宛

組
頭
三
人

右
之
者
共
前
断
之
通
、
旅
出
停
止
之
品
近
来
内
～
旅
出
致
候
儀
存
間
数
様
無
之

処
其
分

二
差
置
、
段

ー
風
聞
取
沙
汰
手
広
く
、
此
節
詮
儀
之
上
及
白
状
候
段
、

村
役
人

一
同
不
増

二
付
急
度
答
メ
申
付

ル
筈
候
得
と
も
、
用
捨
を
加
急
度
庄
屋

ハ

一
人
三
両
宛
、
組
頭

ハ
一
人
銀

}
両
宛
科
銀
申
付
差
免
候
、
以
来
右
躰
之
儀

有
之

ハ
役
儀
取
放
シ
、
其
上
庄
屋

・
組
頭
も
其
品

二
寄
、
本
人
同
罪

こ
も
可
申

付
候
条
、
急
度
以
来

〆
り
方
申
可
付
事
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叱

り

遠
賀
郡
小
石
村

大
庄
屋
正
次
郎

一、其
方
触
下
若
松
村
伏
見
屋
勝
右
衛
門
説

相
生
屋
久
之
丞

・
高
瀬
屋
幸

五
郎
三
人

申
合
、
豊
前
領
曽
根
塩
浜
へ
、
同
領
が
出
候
焚
石
之
唱

二
而
、
御
国
内
中
泉
村

渉
掘
出
シ
候
焚
石
共

二
勝
右
衛
門
方

へ
引
請
、
曽
根
塩
浜

・
三
田
尻
辺
迄
も
同

人
手
船
、
又
凌
若
松
地
船
ヲ
以
商
売

い
た
し
、
其
上
曽
根
塩
浜
下
役
之
由

二
而
、

帯
刀
致
候
者
勝
右
衛
門
世
話
ヲ
以
久
之
丞
方

二
数
月
滞
留
致
さ
せ
、
豊
前
石

.

御
国
石
と
も

二
豊
前
石
之
唱

二
而
、
右
帯
刀
之
下
役
口
勝
右
衛
門
初
メ
若
松
船

持
中
共
買
取
、
中
国
辺
迄
も
致
商
売
候
段
相
達
、
段
～
遂
詮
儀
候
処
、
右
風
聞

取
沙
汰
之
趣
相
違
無
之
旨
い
つ
れ
も
及
白
状
候
、
其
方
儀
曽
而
右
躰
之
儀

二
手

合
之
儀

ハ
無
之
由
申
出
、
勿
論
其
筈
之
儀

二
左
候
得
と
も
、
去
五
月
旅
出
停
止

申
付
候
瑚
弄
其
以
後
伺
之
上
三
ケ
年
旅
出
停
止
被
仰
付
候
瑚
共
、
両
郡
大
庄
屋

皿
統
堅
旅
出
停
止
之
儀
急
度
申
付
、
請
書
物
も
差
出
置
な
か
ら
、
其
方
触
下
之

儀
格
別
相
隔
候
所
柄

二
も
無
之
於
若
松
、
伏
見
屋
勝
右
衛
門
と
申
者
近
来
専
焚

石
旅
出
抜
荷
取
行
候
風
説
取
沙
汰
両
郡

一
統
其
隠

レ
無
之
、
別
而
勝
右
衛
門
儀

ハ
其
方
弟
之
儀
、
勇

一
向
存
間
敷
様
無
之
筈
之
処
、
其
分
捨
置
候
段
兄
弟
之
会

釈
筋

ヲ
以
其
役
柄

二
対
シ
、
兼
而
我
等

ズ
申
付
置
候
示
方

二
対
シ
、
大
庄
屋
之

勤
方
不
堵
千
万
、
不
念
至
極
之
事

二
候
条
、
此
節
格
別

二

一
道
急
度
申
付
方
も

候
得
と
も
、
差
向
御
巡
見
御
下
向
若
松
御
着
船

二
差
向
、
重
キ
御
用
筋
請
持
罷

在
候
儀
二
付
、
格
別
の
用
捨

ヲ
以
、
数

日
禁
足
申
付
候
事

二
付
差
免
候
、
自
今

右
躰
之
会
釈
ヲ
以
等
閑
之
取
斗
有
之

ハ
、
急
度

{
道
可
申
付
候
条
、
以
来
相
改

入
念
相
勤
可
申
事

叱

り

鞍
手
郡
御
徳
村

百
姓

傳
平

一、右
之
者
去
年
中
豊
前
領
金
田
屋
敷
と
申
所
之
者
申
合
、
同
村
御
国
産
之
石
炭
之

内
千
三
百
俵
、
豊
前
領
詮
出
候
石
炭
之
唱

二
而
内
談
、
若
松

へ
川
下
旅
出
致
候

由
及
白
状
候
、
尤
其
節
旅
出
停
止
不
申
付
以
前
之
儀

二
候
得
と
も
、
他
国
者
を

語
ら
ひ
、
右
躰
之
節
不
宜
手
段

い
た
し
取
行
不
届

二
付
、
此
節
急
度
科
メ
可
申

付
候
得
と
も
、
先
達
而
染
数
日
郡
牢
舎
申
付
置
候

二
付
、
其
分

二
差
免
候
、
以

来
急
度
可
相
慎
候
事

石
炭
問
屋
両
人

ハ
科
銀

一
両
宛

焚
石
問
屋
九
人

ハ
同
三
両

遠
賀
郡
芦
屋
村

焚

石
井
石
炭
問
屋
共

十

一
人

一、右
之
者
共
防
州

三
田
尻
忠
之
助
船

二
、
去
十

一
月
御
買
上

二
申
付
候
石
炭
千
俵

余
積
立
芦
屋
出
船
、
福
岡
廻

り
之
筈

二
申
付
候
処
、
地
ノ
嶋
船
掛
り
日
和
待

い

た
し
居
、
夫
差
直

二
国
元

へ
船
乗
逃
ケ
致
、
石
炭

ハ
国
元
防
州
三
田
尻

二
而
売

払
、
旅
出

二
相
成
候
由
及
白
状
候
、
旅
船
相
雇
候
而
他
国
之
船
頭
江
荷
物
渡
候

も
入
念
可
申
付
処
、
仕
方
不
〆
勇
右
躰
狸
之
儀
出
来
旅
出

二
相
成
、
早
速
有
躰

二
其
旨
を
も
不
申
出
、
別
而
不
堵

二
候
得
と
も
、
此
節

ハ
用
捨
を
加
、
石
炭
問

屋
両
人

ハ

一
人
科
銀

一
両
宛
、
焚
石
問
屋
九
人
江
科
銀
三
両
申
付
差
免
候
、
以

来
右
躰
之
旅
船
雇
方
重
畳
入
念
可
申
候
事

〆

酉
三
月

右
郡
方
受
持
外
記
聞
届
、
伺
之
通
夫
≧
答
メ
可
被
申
付
旨
、
加
付
札
郡
奉
行

へ
相

渡
之

若
松
洲
口
番
和
田
藤
太

岩
野
良
吉

右
両

人
之
も

の
共
若
松
洲

口
定
番
之
儀

二
付
、
焚
石
抜
荷
之
次
第
遂
詮
儀
候
姐
.
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豊
前
領
♂
掘
出
候
焚
石
、
同
御
領
曽
根
塩
浜
焚
石

二
相
用
候
由

二
而
、
同
御
領

出
川
郡
大
庄
屋
上
野
藤
左
衛
門
差
若

松
洲

口
出
証
拠
指
出
、
堀
川
筋
車
返

二
而

右
証
拠
善
船
積
斤
数
相
攻
、
猶
又
若
松

二
而
其
方
共
ズ
再
改
、
洲

口
出
申
付
来
、

曽
而
御

国
産
之
焚
石
豊
前
石
に
相
紛

り
候
儀

ハ
}
向
不
存
、
上
野
大
庄
屋
証
拠

前
之
外

ハ
、
州
[
[出
申
付
候
儀
曽
而

無
之
由
両
人
共

二
串
出
候
、
併
藤
太
儀

ハ

旅
出
荷
抜
取
行
候
本
人
伏
見
屋
勝
右
衛
門
父
子
之
間
柄
故
、
内
気
申
談
候
儀
も

疑
敷
、
其
風
説
取
沙
汰
も
有
之
候

二
付
、
有
躰

二
不
相
包
可
申
出
旨
再
往
相
糺

候
処
、
勝
石
衛
門
と
ハ
父
子

二
候
得
共
別
宅

二
罷
在
、
殊

二
御
国
産
焚
石
、
豊

前
焚
石
之
唱

二
而
旅
出

こ
い
た
し
候
儀
、
終

二
勝
右
衛
門
漆
咄
も
不
承
、
其
心

付
も
無
之
不
念
之
改
方
別
而
恐
入
候
段
申
出
候
、
去
夏
中
川
筋
見
分
相
越
候
瑚
、

上
野
大
庄
屋
オ
焚
石
洲

口
出
之
儀
聞
来
、
其
節
其
方
共
≠
取
行
方
申
出
候

二
付
、

一
艘
限
上
野
大
庄
屋
焚
石
積
荷
斤
数
送
リ
状
ヲ
以
豊
前
船

二
積
立
、
車
返
シ

・

若
松
両
所

二
而
相
改
、
洲
口
出
可
為

致
旨
申
付
置
候
通
之
儀

二
而
、
其
方
共
自

己
之
取
斗
節

二
も
無
之

二
付
、
此
節

ハ
其
分

二
両
人
共

二
用
捨
申
付
候
、
併
勝

右
衛
門
儀
御
国
産
石
共

二
豊
前
石

二
紛
リ
旅
出
取
行
候
次
第

ハ
、
両
郡
共

二
専

風
説
無
其
隠
不
穏
便
儀

二
付
ビ
其
方
共
も
居
村
之
儀
労

一
向
及
承
儀

ハ
有
之
間

敷
事
候
へ
共
、
此
節

ハ
不
及
金
儀
沙

汰
指
免
候
、
重
而
右
躰
之
等
閑
成
致
方
有

之

ハ
、
洲
口
定
番
之
詮
無
之
不
堵

二
付
、
急
度
相
科
メ
可
申
付
候
、
重
畳
入
念

相
勤

可
申
事

右
外
記
♂
伺
之
通
り
可
被
申
付
旨
、
加
付
札
郡
奉
行
へ
相
渡
之

の

(
寛
政
十

}
年
)
四
月

二
十
入
日

郡
奉
行
中

先
年
以
来
御
国
百
姓
之
内
、
地
中
を
掘
て
焚
石
を
出
す
事
を
覚
江
候
よ
り
、
漸

其
業
ひ
ろ
く
行
れ
、
毎
年
莫
太
之
石
炭
出
来
候
事
と
相
成
候
、
御
城
下
猶
更
端

～
薪
材
多
き
所
迄
も
焚
炊

の
便
利
よ
く
、
猶
只
今
て
ハ
此
石
を
掘
る
事
を
禁
ら

れ
ハ
、
必
至
と
可
及
差
支
ほ
と
の
事

二
候
、
熟
相
考
る
に
、
数
十
年
来
日
～
山

林

・
平

野

・
田
圃

の
下

ま

て
も

、

縦

横

に

地

中

を

穿

チ

通

候

得

え

、

地
詠

尽

く

絶

へ
、

地

底

永

く
虚

耗

い
た

す

事

候

、

さ
す

れ

ハ
後

年

山
林

ハ
潤

沢

の
気

尽

き

、

竹

木

お

の

つ
か

ら

凋

捧

し

、
地

気

ハ
天

の
下

済

を

請

て
上

行

気

勢

な

く

、

百

姓

と

も

辛

苦

い

た
し

、

養

い

た
し

置

候

稲

麦
も

、

少

し

の
風

旱

、
少

し

の
蜆

災

に

も

大

い

に

い

た

み
、

夫

オ

し

て

は

追

年

お

の

つ
か

ら

御

蔵

入
も

減

し

可

申

哉

、

か

く

の

こ
と

く

漸

～
に

成

行
来

、

御

国

の
良

地

も

忽

変

し

て

薄
歯

の
地

と

相

成

候
時
節
億

翻

候
ハ
、
・
葺

千
慮
い
た
し
候
共

手
を
束
ね
て
ハ
い
か
む

と
も
仕
法
な
く
、
誠
に
恐
入
候
事

二
候
、
さ
す
れ
ハ
眼
前
の
小
利
を
貧
り
、
後

年
の
大
害
を
お
も

ハ
さ
ら
ん

ハ
有
之
間
敷
事

二
候
、
先
年
以
来
寄
之
此
沙
汰
有

之
候
得
共
私
灘

得
㌣

唯
是
迄
姦

来
二
な
ら
ゐ
其
儘
二
有
之
候
・
然
自

今
以
後
焚
石
を
掘
る
事
を

一
切
可
被
禁
処
、

一
統
之
便
利
を
閾
候
儀
加
御
用
捨

候
、
先
此
已
後

ハ
掘
手
を
減
し
、
御
城
下
之
料
及
び
端

㌃
二
而
も
薪
材
に
乏
敷

所
～
料
彼
是
大
様
を
積
り
、
其
資
用
ほ
と
掘
ら
せ
度
候
、
さ
す
れ
ハ
是
迄
掘
来

居
候
所
も
成
丈
可
被
禁
候
、
人
数
減
し
候
者
共

ハ
皆
～
農

二
帰
し
、
稼
方

一
筋

二
可
申
付
候
、
右
之
通
主
意

二
申
付
候
而

ハ
如
何
可
有
之
哉
と
の
御
沙
汰
候
、

各
重
畳
被
遂
勘
弁
、
可
然
仕
法
追
而
可
被
申
出
候

右
数
馬
郡
方
請
持
差
及
口
達

○
断
書
之
趣
軸
帳

二
譲
之

@

(
寛
政
十
年
)
五
月
七
日

鞍
手
郡
龍
徳
村

幾
次
伜
直

八

干
石
山
樫
炭
、
最
前
御
願
申
上
候
通
御
国
内

二
而
売
捌
難
相
成
二
付
、
三
歩

二

ヲ
以
旅
出
御
免
被
仰
付
置
候
、
然
処
当
年
焼
立
候
樫
炭
三
千
俵
之
内
、
千
俵
程

ハ
御
国
中
二
而
売
捌
、
相
残
ル
二
千
俵

ハ
洲
口
出
御
免
御
証
拠
被
仰
付
被
下
候

様
相
願
之
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右
数
馬
郡
方
請
持
差
承
届
候
、
当
年
焼
立
之
樫
炭
三
干
俵
之
内
、

二
千
俵

ハ
伺
之

通
旅
出
指
免
候
条
、
狼
之
儀
曽
而
無
之
様
屹
度
可
被
申
付
候
、
洲
ロ
ニ
お
ゐ
て
も

厳
重

二
改
可
申
旨
、
是
又
可
被
申
付
旨

郡
奉
行
江
及
口
達

○
断
書
軸
帳

二
譲
之

㈱

(
寛
政
十

}
年
)
五
月
三
日

嘉
麻
穂
波
両
郡

目
尾
村

幸
袋
村

庄
司
村

鯰
田

村
庄
屋
中

炭
問
屋正
七

痛
村

二
而
当
仕
向
極

、
難
渋

二
而
、
焚
石

二
百
万
斤

・
石
炭
四
千
俵
旅
売
洲
口

出
、
最
前
御
免
願
之
通
被
仰
付
置
候
、
此
節
ず
焚
石
百
斤

二
付
銭
八
文
、
石
炭

小
俵
百
俵

二
而
百
二
十
文
充
御
運
上
被
仰
付
候
、
左
候
而
も
最
前
御
願
申
候
通

洲
口
出
相
願
候
哉
と
御
命
義
被
仰
付
候
、
最
早
只
今
渇
水
之
時
節

二
相
成
、
通

船
も
難
相
成
、
左
候
得
ζ
御
米
積
立
前

ニ
ハ
余
分
之
斤
数
も
積
下
シ
得
不
申
候
、

此
節
洲
口
出
左
之
通
御
免
可
被
下
候

、
被
仰
付
之
通
御
運
上
銀
上
納
可
仕
旨
相

願
之
焚
石
五
十
万
斤

石
炭
千
俵
右
芦
屋
洲
口
出

焚
石
五
十
万
斤

石
炭
干
俵
右
若
松
洲
口
出

右
隼
人
郡
方
請
持
♂
承
届
候
、
無
拠
趣

二
付
最
前
聞
届
候
焚
石

・
石
炭
此
節
斤
数

等
減
じ
、
願
之
通
芦
屋

・
若
松
両
洲
口
出
差
免
候
、
此
度
漆
斤
数

・
俵
数

二
懸
り

運
上
上
納
可
被
申
付
候
、
洲
口
出
狽
之
儀
無
之
様
堅
可
被
申
付
候
、
尤
両
洲

口
出

厳
重
相
改
候
様
と
の
趣
を
も
可
被
申
付
旨
、
加
付
札
郡
奉
行
江
相
渡
之

○
断
書
之
趣
軸
帳

二
譲
之

囚

(寛
政
十

一
年
)
六
月
二
日

恰
土
郡
瑞
梅
寺
村

庄
屋
山
ノ
ロ

組
頭

瑞
梅
寺
村
之
儀

ハ
、
山
内

二
而
田
畠
少
ク
、
農
業

一
篇

二
而

ハ
取
続
難
渋
仕
候

二
付
、
為
御
救
去
ル
寅
年
差
去
午
年
迄
五
ケ
年
之
間
、
同
村
抱
御
山
内

二
万
坪

程
之
所
、
代
銀
上
納
を
以
炭
焼
立
御
免
被
仰
付
置
候
処
、
右
坪
数
之
内
焼
残
之

場
所
有
之
、
当
年
中
年
延
之
願
出
候
、
最
前
御
聞
通
被
下
置
候
坪
数
内
ノ
義

二

付
、
願
之
通
代
銀
上
納
を
以
当
年
中
年
延
御
聞
通
被
下
度
段
相
願
之

右
隼
人
郡
方
請
持
澄
当
年
中
年
延
聞
置
候
間
、
加
付
札
郡
奉
行
江
相
渡
之

㈲

(寛
政
十
二
年
)
三
月
三
日

郡
奉
行

鈴

木
久
左
衛
門

福
井
村

二
而
近
年
掘
立
候
焚
石
、
専
上
座

・
下
座
両
郡
薪
助
成
相
成
候
と
相
聞

候
、
然
処
今
程
隣
国
他
領
詮
多
買
取
候
趣
相
達
候
、
僅

一
村
之
抱
二
而
掘
出
候

儀

二
付
、
追
年

二
掘
尽
申
儀
走
勿
論
之
事

二
候
、
村

ζ
別
而
薪
替
り
重
宝

二
候

品
、
狽

二
他
邦

二
取
散
候
而
く
先

聖
手
聞
不
益
眼
前
之
事

二
付
、
此
節
旅
出
堅

停
止
申
付
候
、
直
段
相
之
儀
も
是
迄
之
通
相
心
得
、
兎
角
村
益
第

一
二
付
、
高

価

二
売
出
申
間
敷
候
、
福
井
村

ハ
御
境
筋
之
、儀

二
付
、
郡
内
所

ス
江
目
付
相
立
、
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通
路
村
之
渡
場
等
迄
委
細
吟
味
之
儀
相
含
置
候
条
、
自
然
等
閑

二
相
心
得
、
旅

売
致
さ
せ
候
儀
於
相
顕

二
く
、
山
本
左
勿
論
掛
り
合
之
者
迄
詑
度
答
可
申
付
候

条
、
其
旨
相
心
得
可
申
候
事

一、両
郡
内
江
売
捌
候
程
丁
場
相
立
、
其
余
之
丁
場
ハ
相
止
可
申
候
事

一、売
出
吟
味
之
た
め
、
且
仕
組
と
し
て

一
駄

二
付
銭
六
文
充
運
上
申
付
候
事

一、
丁
場
入
ロ
ニ
高
札
相
立
候
条
、
場
所
可
申
出
候
事

右
之
通
福
井
村
庄
屋

・
組
頭

立
会
、
山
本
之
者
共
江
重
畳
申
渡
請
書
物
為
致
、

丁
場
所
付
相
添
可
差
出
候
事

申

二
月

右
之
通
内

～
二
而
旅
売
込
之
儀
、
此
間
出
郡
先
キ

ニ
而
候
、
其
所
差
伺
候
而

ハ

其
内

二
旅
売
仕
候
も
や
ふ
二
付
不
相
伺
之
、
早
速
右
之
通
旅
出
差
留
候
旨
申
出

右
数
馬
聞
届

田

(寛
政
十

二
年
)
七
月
廿
目

鞍
手
郡
龍
徳
村
直
八

宮
田
村
抱
千
石
山
之
内
炭

山
御
願
申
上

、
当
年
切
二
焼
仕
廻
候
、
然
処
右
御
山

続
キ
大
谷
と
申
所
雑
木
立
、
又
～
御
仕
組
払
ヲ
以
御
渡
被
下
候

ハ
、
炭
山
二
仕

度
候
、
只
今
願
之
通
被
仰
付
候
得

ハ
竈
人
等
も
居
込
、
其
上
出
道
も
是
迄
之
通

二
而
手
入
も
無
御
座
候
、
勇
以
都
合
宜
候
間
六
十
文
銭
四
貫
五
百
目
御
上
納
可

仕
候
、
尤
右
御
上
納
三
ケ
年

二
相
納
候
様
被
仰
付
可
被
下
候
、
炭
焼
立
高
凡
八

千
俵
程
と
相
見
申
候
、
是
又
三
ケ
年

二
焼
立
候
様
被
仰
付
可
被
下
候
、
左
候
ヘ

ハ

一
ケ
年

二
二
千
六
七
百
俵
程
焼
立
候

二
付
、
右
之
内
三
歩
二
程

ハ
旅
出
御
免

被
仰
付
候
様
奉
願
候
、
出
方
雑
用
余
分

二
掛
リ
候
御
山
所

二
而
、
両
市
中
廻
シ

方
何
分
不
勘
定
之
所
柄

二
御
座
候
間
乍
恐
相
願
之

郡
奉
行
坂
田
新
五
郎
右
之
願
之
趣
遂
吟
味
、
相
違
無
御
座
候
条
御
山
奉
行
愈

義
か
け
候
処
、
先
年
已
来
炭
山

二
相
渡
候
伐
跡
追

～
立
込
居
申
、
御
免
用
杭

木
等

差
支
無
之
候
間
、
願
出
之
通
炭
山
二
相
渡
候
而
も
差
障
無
之
、
其
上
山

所

二
応

シ
候
而
も
運
上
銭
も
宜
別
紙
之
通
申
出

候
付
、

一
万
坪
程
之
所
六
銭

四
貫
五
百
目
三
ケ
年

二
上
納
申
付
、
炭
焼
立
候
様
御
聞
通
被
下
度
候
、
尤
炭

焼
立
高
三
歩
二
ハ
無
拠
旅
出
差
免
候
様
可
申
付
旨
相
伺
之

右
美
作
敗
輻
義
隼
人
留
守
中
郡
庸
請
持
居
申
候
処
、
当
時
病

気

二
而
引
入
追

ぞ
出
勤
難
致

二
付
出
勤
迄
之
間
請
持
差
聞
届
候
、
伺
之
通

大
谷
と
申
所

}
万
坪
御
仕
組
払
炭
山
被
相
渡
候
条
、
三
ヶ
年

二
焼
立
候
様
弄
上
納
銭

之
儀
願
書
前
之
通
三
ケ
年

二
可
被
申
付
候
、
旦
又

一
ケ
年
二
二
千
六
七
百
俵
焼
立

之
内
、
無
拠
趣

二
付
三
歩
二
通
り
旅
出
差
免
候
、
尤
旅
出
之
儀
狼
リ
之
儀
無
之
様

堅
可
被
申
付
旨
、
加
.付
札
郡
奉
行
江
相
渡
之

⑨

(寛
政
十

二
年
)
十

}
月
十
二
日

遠
賀
郡
芦
屋
町
石
炭
問
屋
中

去

ル
午
年
已
来
六
ケ
年
之
間
、
芦
屋
問
屋
共
為
御
救
凡
石
炭
二
万
俵
充
、
年
～

両
市
中
廻
之
外
旅
売
八
日
限
リ
伺
之
上
申
付
置
候
処
、
当
年

二
千
俵
余
八
月
限

洲

口
積
出
相
済
不
申
候
、
其
上
俵
付
市
中
廻

こ
も
難
相
成
趣

二
付
、
当
申
冬
中

旅
売
日
延
之
儀
願
出
候
、
根
元
御
聞
通
相
済
居
申
儀

二
付
、
此
節
問
屋
共
願
之

通
日
延
御
免
被
仰
付
被
下
度
郡
奉
行
オ
相
伺
之

右
四
郎
太
夫
隼
人
郡
方
請
持
居

申
候
処
出
府

二
付
、
り
聞
届
候
、
願
之
通
此
節
無
拠
趣

二
付
当
申
冬

中
旅
売
出
日
延
差
免
候
条
、
狽
之
儀
無
之
様
堅
可
被
申
付
旨
、
加
付
札
郡
奉
行
江

相
渡
之

〔
後
記

〕

小
稿
の
作
成
に
際
し
、
福
岡
県
文
化
会
館

の
北
村
慶
子

・
安
武
政
子
両
氏
に

御
世
話
に
な

っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。


